
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

３月の安全目標 

安全生活の反省をしよう 

鉾田市立大洋中学校 

保健室 

令和６年 3月１日 

日 

 

３月の保健目標 

健康生活の反省をしよう 

いよいよ 3 月になりました。みなさんにとってこの１年はどんな年でしたか。それぞれこの１年間で

たくさんのことを経験し、学び、感じて成長してきたことと思います。 

3年生は卒業まであと少し…！残りの時間を大切に、中学校生活を送ってください。１、２年生もまと

めの月となります。１年を振り返り、次の学年に向けてのスタートが切れるよう、準備を始めましょう。 

【溶連菌感染症とは？】 
 溶連菌とは、正式には溶血性連鎖球菌と呼ばれる細菌で、主に“のど”に感染して、咽

頭炎や扁桃炎、小さく紅い発疹を伴う場合があります。風邪と違い、咳や鼻水が出ないこ

とが特徴で、感染してから２～５日で症状が出ます。 

【症状】…発熱（38～39℃）、のどの痛み、体や手足に小さくて赤い発疹、イチゴ舌、 

     リンパ節の腫れ、腹痛、嘔吐 

【治療】…薬をきちんと服用すれば、2～3 日で症状が良くなりますが、良くなったから

といって薬の服用をやめてしまうと、再発し、急性腎炎・リウマチ熱・血管性

紫斑病・中耳炎・気管支炎などの合併症を引き起こすこともあります。必ず、

処方された期間は薬を服用しましょう。 

【出席停止期間】…適正な抗菌剤治療開始後 24 時間を経て全身状態が良ければ登校可能 

現在、むし歯の治療が済んでいない生徒の人数は

26名で、むし歯治療率は 35.9％です。 

むし歯は自然に治りません。早めに治療を済ま

せ、新年度の準備をしてください。 
「あたりまえ」とは、そうあるべきこと（＝当然）や、ありふれていること（＝普通）という意味。一方「ありがとう」は、

めったにない・珍しいことを意味する「有り難い」からできた言葉で、感謝の気持ちを表します。 

3月 9日は「サンキュー」の日。やってもらって「あたりまえ」ではなく、「いつもありがとう」と伝えられるといいですね。 

 を  

 に 

裏面は「生命の授業（１年生）」特集です。ご覧ください。 

＊ 毎月の保健だよりは、生徒のみなさん、保護者の皆さまそれぞれお読みいただければと思います。 

感染症にご注意ください！ 
 

 県内でもインフルエンザや新型コロナウイルス感染症の流行が続いており、本校で

も感染者が増えています。また、インフルエンザや新型コロナウイルスと同時に溶連

菌感染症に罹っている生徒もいます。手洗い・うがい・換気やマスクを着用するなど、

基本的な感染症対策をお願いします。 



 

２月８日（木）に、鉾田市健康増進課の保健師さんを講師として、１年生を対象とした「かけがえのない生命」の授業を行いました。生命の誕生のしくみについて正しく理解し、その素晴らしさや尊さを感

じることができました。さらに、誕生時のお話を聞くことで、自分がこれまでたくさんの人たちに支えられて生きていることを知り、家族への感謝の気持ち、周りの人たちへの思いやりをもつことができまし

た。自分自身を見つめ直すことで自分の生活や生き方についてしっかり考えることができたようです。保護者の方もたくさんご参観くださり、ありがとうございました。 

授業の内容 

○生命の始まり（受精、胎児の成長、出産について）    ○赤ちゃん抱っこ体験 

○インタビューカード（出産のときの様子や願い）朗読    ○DVD鑑賞   ○まとめ 
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命の大切さがよくわかる

生まれてくることは当たり前のことではないと

いうところが一番印象に残った。だから自分の命を

大切にし、感謝の気持ちを忘れずに生活していきた

いです。 

お子さんの誕生時のインタビューへのご協力、ありがとうございました 

 私たちの最初の姿は、針穴ぐらいしかないところ

からここまで大きくなったことやあんなに小さい

のにみんな意志があるところが神秘的だと思った。 

出産は母体だけではなく、生まれてくる子にも負

担がかかる大変なことだと知った。 

一度しかない人生を大切に、楽しい毎日が送れる

ようにしたいです。また、親に感謝の気持ちをもっ

て日々生活し、いつか恩返しがしたいです。 

もっと親といる時間を長くして、感謝の気持ちを

伝えていき、親に迷惑をかけないようにしたい。 

自分が最初は米粒よりも小さいことに驚いた。自

分がどのように生まれてきたのかがわかった。 

辛いことがあっても一生懸命に頑張って乗り越

え、命を大切にしていきたいと思った。そして家族

にしっかり感謝を伝えていきたい。 

自分は、何億個の中の 1個として、無事に生まれ

てきたことは「奇跡」なのだとわかりました。「かけ

がえのない命」を大切に、1 日 1 日を大切に過ご

し、家族に感謝を伝えたいです。 

どんな命でも、たった一つのかけがえのないもの

であり、赤ちゃんが生まれることは奇跡なんだと思

った。これからはその命を大切に、みんなの役に立

てる人になりたいです。 

・生まれてきてくれてありがとう。その感謝を込めて独り立ちするまで笑顔がたくさん見られるように、寄り添って共に歩んでいきたいと思いまし

た。 

・元気に産まれてきてくれてホッとして、小さくて、温かくて、可愛くて、胸がいっぱいで幸せな気持ちでした。 

・本当に小さくて、初めて抱いた時にはおっかなびっくりと同時に命の大切さと重さを実感したのを覚えています。元気に育ってください！ 

・かわいくて、お姉ちゃんになれたのが嬉しかった。 

・東日本大震災の後だったので、不安な気持ちでいっぱいでしたが、元気な声を出して生まれてきてくれて幸せな気持ちになりました。 

・難産だったため、母子ともに心配しましたが、無事に出産できたことに感謝しております。 

・我が家に生まれてきた初孫に、言葉に出すのは難しい程感謝感激で、ありがとうしか言えないほど嬉しかったです。 

・よちよち歩き、泣き顔、何を見ても可愛かった。丈夫で元気に育ってほしいと思った。成長が楽しみです。 

 

生まれてきてよかったと今よりも思えるように

していきたいです。 

赤ちゃんも頑張ってお腹から出てきたことを知

り、自分はすごいと思った。 

自分に自信をもって、親に感謝し、人のために何

か進んでできる人になりたいと思う。 

これからは自分に正直になって、もっと自分のこ

とを大切にしていきたいと思った。 

 自分を誇りに思って生きていきたい。 

母親だけではなく、産まれてくる子供も頑張って

いることに驚いた。これからも自分や支えてくれる

周りの人を大切にして生活していきたい。 

 一日一日を大切に、悔いのない人生を送りたい。 


